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運動体としての「青空蚤の市」のもつ意外な
奥行きの深さに思わずホーッとため息をつい
てしまう。こんな夢想へと人を誘うところが
「青空蚤の市」のもう一つの魅力なのかもし
れない。
（文学部助教授）
文庫案内
【鈴木文庫】
若き日の思ひをこめしこのふみを
なほ老いらくの心のこれる 葵丘
Liiii,蝉，
これは，1977年９月「伝習録」（岩波文庫・
山田準，鈴木直治校註）が復刊されたおり
に，毛筆で書物に記され知人に配られた歌で
ある。
鈴木直治先生の蔵書が，故人の遺志にした
がって図書館に寄贈された。そのうち5000冊
の洋装本は既にその整理が終わった。なお，
若干の和装本が未整理である。
蔵書の根幹をなすのは，中国古代の漢語の
語法研究に関する文献である。これは先生の
主著「中国古代語法の研究」（汲古書院）と
「中国語と漢文一訓読の原則と漢語の特徴」
（光生館）の資料となった文献である。この
中には，戦後間もなく出版され，今日では，
もはや手に入らぬ本が少なくない。これらの
本は入力されると，すぐに学内外の研究者か
ら利用の申し出があり，利用に供している。
先生は，明治43年（1910）秋田県に生まれ
た。東京帝大文学部支那哲学支那文学科を卒
業され，旧制一高講師を経て，昭和16年第四
高等学校教授として金沢に着任された。戦後
の学制改革で金沢大学教授となり，昭和51年
停年で退官され，名誉教授に推薦された。退
官後も，なお研究を続けられたが，平成４年
逝去された，８２才であった。
先生の蔵書は中国古代語法の研究の領域に
おいて，よくまとまっており，内容が充実し
ている。これらの書物は，主として戦後の日
本の人の生活が貧しかった時期に集められた。
手に入りにくい本や，高価な本は複写されて
いる。古版木と木版の善本や古写本などは初
めから集める興味はなかったようである。我
が国で出版された大分の漢文の註釈書は，す
べてバラで必要な巻だけが揃えてあり，叢書
の全巻を購入しようとはされなかった。皇清
経解・四部叢刊（正続輯）など叢書の類が
揃っているが，これらのすべてが，中国と台
湾で戦後に出版された縮印本である。
これについて先生が四部叢刊の正輯を購入
された時の話を思い出す。「今度求めた本は
－頁に四頁を縮刷したので，全部で百巻にな
ります。もとの本は，とても個人の書庫には
入りませんが，この洋装本なら四段か五段の
本棚に収まります」と顔をほころばせておら
れた。
先生は老年になっても快活な気分を失われ
ず，満年青年で旧制高校生を大人にしたよう
な感じがあった。また，－面では，おしどり
夫婦で散歩や外出は一緒であった。散歩も景
色をたのしみ，古蹟や旧物を訪ねることは第
二で，万歩計を腰につげて，今曰は「何歩」
歩いた，これで合計何歩歩いたと計量的で
あった。これは古代語法のための語彙のカー
ドを，左伝，筍子，荘子，韓非子，国語，戦
国策，史記からコツコツと書きぬきのカード
がふえていくのを満足しておられるのと似て
いた。
＊葵丘は先生の号である （中野文夫）
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